





































































































年に公刊された『W・ E … B.デュボイスー人種平等獲樽のための闘い-』
(近代文芸社)は特筆に値するものであるO　わがBlではやや馴染みが藩いが、
デュボイスは20世紀前半に活躍した偉大な学者(バーヴァ-ド大学で博士
号を得た最初の黒人であり、かのM・ヴェ-バーとも交流があったといわ
れる)であり、同時に国際的な差別撤廃運動家(米国内黒人の権利獲得のみ
ならずアフリカの地位向上にも尽力した)であった。千葉先生の御著書は、
デュボイスの自伝を基礎に、広範な資料を参照しつつ、彼の生涯をたどっ
た、わが国初の本格的デュボイス研究書である。今後関連分野で千葉先生の
御著書が多く参照されることになるものと思える。
両先生の郵退職を記念して　　5
御著書での千葉先生の言によれば、デュボイス研究は、アメリカ留学から
帰国した学生たちの人種間題への関心に応えていく中で、次第に狭められて
きたそうである.このように学生の問題関心を直視しつつ、同時に御自身の
研究を熟成させていく姿勢もまたヒューマニティに富んだ廉直さの現れであ
る。かくして我々が大いに見習うべき大学教員のあるべき姿を千乗先生は亜
細亜大学在籍33年の中で身をもって示された来たと括りうるであろうO
さて、このように両先生がしっかりと築いてこられた国際関係学部の教育
研究体制を我々は引き継ぎ、いっそう発展させる義務を負っている。このこ
とを確認したうえで、末尾となったが、両先生の今後の御健勝とさらなる御
活躍を心より祈念して、筆を措くこととしたい。
